
獣医代替医療研究会だより Vol.3 

SRD-GIH1402 の紹介    商品番号 003 
複雑な症状を多く見せる消化管機能改善に、ぜひ先生方の治療方針に、導入していただきたいと研究会では願っております。

この消化管機能を全体的に良好な状態に保全することを目的としたサプリメントを自信作として推薦いたします。 

                                  研究主幹   小松 靖弘 

開発の目的： 

研究会では疾病の発現を未然に防ぎ、未病（状態）を治すことが医療の中心との観点から未病を治療対象と考えます。 

その目的に合致したサプリメントがあっても当然ではないかと『動物用消化管健康補助食品 SRD-AHI1402』を開発いたしました。 

 

漢方医学の特徴を活かした処方： 

動物用消化管健康補助食品の処方は、漢方薬の処方構成理論を基にして構成されています。多くは食品として認めら 

れた薬草類の組み合わせからなる方剤で大建中湯に学びました。その薬効薬理作用として  

１）消化管運動促進作用（イヌ、マウス） 

 ２）消化管過剰運動抑制作用（マウス） 

 ３）イレウス改善作用（ラット、マウス）  

４）腸管血流増加作用（ラット） が良く知られるところですが注目は作用機序としてのシクロオキナーゼＣＯＸ２選択的抑制 

作用です。また、乳酸菌製剤（ＬＳＢ）、チャーガ粉末など（免疫賦活作用）を配合し、シリマリンの配合で肝機能の改善を 

図っています。 

 

体力が低下した幼動物・高齢動物のあらゆる疾患時の消化管運動促進・保護・さらには体力回復のために、また開復術後の 

腸管通過障害に伴う腹痛・腹部膨満感に（粉砕して）ご使用いただきたいと考えております。 


